
「信
濃
道
者

伊
麻
能
波
里
美
知

「信
濃
道
は

今
の
墾
道

刈
株
に

可
塁
姿
祢
ホ

安
思
布
麻
え
牟
奈

久
都
波
計
和
我
せ
」

足
踏
ま
し
む
な

沓
は
け
わ
が
背
」
（万
葉
集

一
四
巻

〓
≡
一九
九
）神坂神社の万葉歌碑「信濃道は～」

「知
波
夜
布
留

賀
美
乃
美
佐
賀
爾

怒
佐
麻
都
里

伊
波
負
伊
能
知
波

意
毛
知
知
我
多
米

右

一
首
　

工ヽ
帳
埴
科
郡
神
人
部
子
恙
男
」

「ち
は
や
ふ
る

神
の
御
坂
に
幣
奉
り

斎
ふ
命
は

母
父
が
た
め
」
（万
葉
集
二
〇
巻

四
四
〇
二
）

神坂神社の万葉歌碑「ちはやふる～」
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3 塩尻市宗賀の万葉歌碑
塩尻市宗賀の宗賀小学校に、万葉歌碑が建立されている。縦長の自然石に、上条素山氏の書で、

「信濃奈流 須我能安良能示 保登等藝須 奈久許恵伎気婆 登伎須疑ホ家里」と万葉仮名で刻まれて

いる。この歌は「信濃なる須我の荒野にほととぎす鳴く声聞けば時過ぎにけり」(万葉集14巻 3352)

である。歌の意味は、信濃の国の須我の荒野でホトトギスの鳴く声を聞くと、もう時節は過ぎ去っ

てしまったなあ、である。

この時節については、田植えの時であろうとみられている。清少納言の『枕草子』に田植え女が「ほ

ととぎす、おれ、かやつよ、おれなきてこそ、我は田植うれ」と歌っており、日植えとほととぎ

すの関連が考えられている。(文献 34)

この歌碑のそばには宗賀小学校の校歌碑もあり、「須賀の荒野にくわ入れし」と最初に郷土の

歴史が歌われている。この地域は『和名類衆抄』に筑摩郡宇賀とあり、その訓を曽加としている

ことから、これは誤記で宗賀が正しいとみられている。また『和名類衆抄』高山寺本には「崇賀」

と記されており、宗賀郷をさすものとみられている。この宗賀と須我が結びついてこの万葉歌碑

が建立されている。なお、下伊那郡下條村菅野に、また上田市菅平高原にもそれぞれ須我の荒野

の万葉歌碑が建てられている。

塩尻市宗賀小学校の万葉歌碑

「信
濃
奈
流

須
我
能
安
良
能
ホ

保
登
等
藝
須

奈
久
許
恙
伎
気
婆

登
伎
須
疑
ホ
家
里
」

「信
濃
な
る
須
我
の
荒
野
に
ほ
と
と
ざ
す
嗚
く
声
聞
け
ば
時
過
ぎ
に
け
り
」
（万
葉
集

一
四
巻
三
一一五

二
）
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4 松本市薄川河畔と保福寺峠の万葉歌碑
松本市里山辺の薄川河畔に、万葉歌碑が建立されている。大きな自然石に、「しなのなる ちく

まのかはの さざれしもきみしふみてはたまとひろはむ」と達筆な仮名で刻まれている。この歌

は「信濃なる千曲の川のさざれ石も君し踏みてば玉と拾はむ」(万葉集14巻 3400)である。歌の意味

は、信濃の国にある千曲川の小石もあなたが踏んだら私は玉と思って拾いましよう、である。

また松本市の保福寺峠の歌碑は「信7it道者伊麻能波里美知可里婆祢ホ安思布麻之牟奈久都波

気和我世」と西本願寺本を複写した万葉仮名で刻まれている。歌は「信濃道は今の墾道刈株に

足踏ましむな履著けわが夫」(万葉集14巻 3399)で、歌碑は言志茂樹氏の8世紀初頭に開かれた「今

の墾道」は木曽路ではなく、東山道の保福寺峠越えルートとの学説に基づいて建立された。

「し
な
の
な
る

ち
く
ま
の
か
は
の
ネ
お

れヽ
し
も

き
み
し
ふ
み
て
は

た
ま
と
ひ
ろ
は
む
」

「信
濃
な
る
千
由
の
川
の
さ
ざ
れ
石
も
君
し
踏
み
て
ば
玉
と
拾
は
む
」
（万
葉
集

一
四
巻
三
四
〇
〇
）

松本市薄川河畔の万葉歌碑

万葉歌碑の建つ薄川の景観
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万葉歌碑の解説

四賀村は平成 17年に合併 して、
松本市となっている。

「信
濃
道
者

伊
麻
能
波
里
美
知

可
里
婆
祢
ホ

安
思
布
麻
え
牟
奈

久
都
波
気
和
我
せ
」

「信
濃
道
は
今
の
墾
道
刈
株
に
足
踏
ま
し
む
な
履
著
け
わ
が
夫
」
（万
葉
集

一
四
巻
三
一一一九
九
）

松本市保福寺峠の万葉歌碑

万葉歌碑の建つ保福寺峠から松本方面を遠望
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5 上田市浦野と菅平高原の万葉歌碑
上国市浦野の東昌寺へ登る道路沿いに、万葉歌碑が建立されている。三角形の自然石に、元川

西中学校長中村清山氏の書で、「可能古呂等 宿受夜奈里奈牟 波太須酒伎 宇良野乃夜麻ホ 都久可

多与留母」と万葉仮名で刻まれている。この歌は「かの児ろと寝ずやなりなむはだすすき浦野の

山に月片寄るも」(万葉集14巻 3565)である。歌の意味は、あの子と今夜は寝ずに終わるのか、 (は

だすすき)浦野の山に月が傾いたなあ、である。この「宇良野」については、地名かあるいは「裏

の」の意味で使われたとされている。地名では、近くに東山道浦野駅があり、大宝年間創建と伝

える大法寺がある「浦野」をさすとの説が有力とされ、この浦野の地に歌碑が建立された。

また上田市菅平高原の菅平高原自然館には、万葉歌碑が建立されている。元東京教育大学教授

の石井庄司氏の書で、「信濃奈流 須我能安良能ホ 保登等藝須 奈久許恵伎気婆 登伎須疑ホ家里」

と万葉仮名で刻まれている。この歌は「信7itな る須我の荒野にほととぎす鳴く声聞けば時過ぎに

けり」(万葉集14巻 3352)である。この須我の荒野を菅平とする説は田子檀氏の学説に基づいている。

菅平は昔から交通の要衝の地で、万葉時代には上田地方に国府があり、菅平を昔から菅の荒野と

呼んでいたなどが理由としてあげられた。現在「須我の荒野」については、筑摩郡宗賀説とこの

菅平説が有力とされている。

「
可
能
古
呂
等

宿
受
夜
奈
里
奈
牟

波
太
須
洒
伎

宇
良
野
乃
夜
赤
ホ

都
久
可
多
与
留
母
」

「
か
の
児
ろ
と
寝
ず
や
な
り
な
む
は
だ
す
す
き
浦
野
の
山
に
月
片
寄
る
も
」
（万
葉
集

一
四
巻
二
五
六
五
）

上田市浦野の万葉歌碑
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「信
濃
奈
流

須
我
能
安
良
能
ホ

保
登
等
藝
須

奈
久
許
恵
伎
気
婆

登
伎
須
疑
ホ
家
里
」

「信
濃
な
る
須
我
の
荒
野
に
ほ
と
と
ざ
す
嗚
く
声
聞
け
ば
時
過
ぎ
に
け
り
」
（万
葉
集

一
四
巻
三
一一三

二
）

上田市菅平高原の万葉歌碑

万葉歌碑の建つ菅平高原の景観
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6 軽井沢町旧碓氷峠の万葉歌碑
軽井沢町峠町の旧碓氷峠に、万葉歌碑が建立されている。大きな自然石に「碓氷峠万葉集の歌」

として 2首の歌が刻まれている。最初の歌は「日の暮れにうすひのやまを越ゆる日はせなのが袖

もさやにふらしつ 上野国相聞歌」(万葉集14巻 3402)である。歌の意味は、 (日 の暮れに)碓氷の
山を越える日は、あの方の袖もはっきり目に付くようにお振りになった、である。

後の歌は「ひなぐもりうすひの坂をこえしだに妹が恋しくわすらえぬかも 上野国防人 他
田部子磐前」(万葉集20巻 4407)である。歌の意味は、 (ひなぐもり)碓氷峠を越えるとき、妻がつ

らそうにしていたことが忘れられない、である。この歌碑のある見晴台からは上野国が遠くまで

一望でき、東山道を通る当時の人々も同様な景色を眺めていたことが推測される。

軽井沢町旧碓氷峠の万葉歌碑

「
日
の
暮
れ
に
う
す
ひ
の
や
ま
を
越
ゆ
る
日
は
せ
な
の
が
袖
も
さ
や
に
ふ
ら
し

つ
　
上
野
国
相
聞
歌
」

（万
葉
集

一
四
巻
三
四
〇
二
）

「
ひ
な
ぐ
も
り
う
す
ひ
の
坂
を
こ
え
し
だ
に
妹
が
恋
し
く
わ
す
ら
え
ぬ
か
も
　
上
野
国
防
人

他
田
部
子
磐
前
」

（万
葉
集
二
〇
巻
四
四
〇
七
）

(上掲 2点の写真は藤森芳房氏撮影)
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13.14.15.16.17.18_19.20

8_9.10.11

神坂峠

特別展「信濃の東山道と万葉
歌』関係遺跡位置図

神坂峠遺簿 15 高田遺跡

恒川遺麟群 16 東村遺跡

大道上遺跡 17 観籠田遺麟

4 中道遺跡 18 唐日遺跡

箕輸遺跡 19 信濃国分寺跡

大門八日田遺跡 20 国分遺簿群

吉田川西逮跡 21 雨境峠遺跡

下神遺跡 22 前田遣麟

県町違陣 23 聖原遺跡

10 大村遺跡 24 前田遺陣

大輔原遺跡 25 野火付遺跡

12 屋代遺陣群 26 I‖原田遺鋳

藤之木遺跡 27 入山峠遺麟

14 岳の鼻遺諄
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展 示 資 料 目録

ヽ 資  料  名 点数 出 土 地 所有者・管理者

長野県宝 石製模造品 (剣形) 2 阿智村神坂 1中遺跡 「可薙ヨ4i寸

，

″
ク     ク  (有 孔円板 ) 2

3 ク    ク  (勾 玉) 2 ク

4 ク     ク  (刀 子 ) //

5 ク     ク  (勾 玉 ) ９

″
// ク

6 ク     ク  (管 玉) 2 //

7 ク     ク  (臼 玉 ) 9

8 石製模造品 (剣形 ) 立科町雨境峠遺跡群 信濃国分寺資料館

9 ク  (有 孔円板 ) ９
″

//

10 ク  (臼 玉 ) 24 //

ク  (管 玉 ) 5 軽井沢町入山峠遺跡 軽井沢町歴史民俗資料館

12 ″  (剣 形 ) 5

13 ク  (有 孔円板 ) 5

14 ″  (自 玉 ) 10

15 瓦塔片 千山市屋代遺跡群 長野県立歴史館

16 温硯

17 円面硯 // //

18 鋼製丸輌 ク

19 鋼製巡方 //

20 国符木簡 (複製品)

０
４ 郡符木簡 (複製品)

22 信濃国印 (複製品) 1

23 九葉素弁蓮華文軒丸瓦 3 上田市国分遺跡群 信濃国分寺資料館

24 九葉単弁蓮華文軒丸瓦 2

25 九葉 (十葉)単弁蓮華文軒丸瓦 2

26 偏行唐草文軒平瓦

27 灰釉陶器碗 2 ク

28 灰釉陶器皿 2 //

29 灰釉陶器耳皿片 2 //・

30 緑釉陶器碗片 6 // //

31 丸瓦 2 // //

32 平瓦 ク

９
０
０
０ 風字硯・丸輌 2 松本市県町遺跡 松本市立考古博物館
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Ｆ
ｌ
‐

恥 資  料  名 点数 出 土 地 所有者・管理者

34 丸瓦 2 松本市県町遺跡 松本市立考古博物館

35 軒丸瓦 3 松本市大村遺跡 //

36 軒平瓦 3 //

37 平瓦 4

38 丸瓦 1

39 鵬尾
，

“
//

40 円面硯

41 緑釉陶器
９

″

42 丸輌

43 把手付中空円面硯 松本市大輔原遺跡

44 円面硯 //

45 灰釉陶器碗 2 阿智村神坂峠遺跡 阿智村

46 緑釉陶器碗片 3

47 墨書土器「厨」 飯田市恒川遺跡群 飯田市教育委員会

48 墨書土器「官」 //

49 墨書土器「信」 //

50 刻印須恵器「美濃」 //

51 朱墨パレット // //

52 円面硯 5

53 軒丸瓦 ９

″

54 軒平瓦 2

55 丸瓦

56 平瓦 //

57 炭化米 1 ク

58 灰釉陶器花文皿 //

59 緑釉陶器花文碗 // //

60 緑釉陶器輪花皿

61 須恵器杯 //

62 須恵器蓋 //

63 灰釉陶器皿 箕輪町大道上遺跡 箕輪町郷土博物館

64 灰釉陶器長頸壷 ク ″

65 土師器鉢

66 土師器杯

67 帯金具 箕輪町中道遺跡

68 須恵器不
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ヽ 資  料  名 点数 出 土 地 所有者・管理者

69 須恵器不 (高台付 ) 箕輪町中道遺跡 箕輪町郷土博物館

70 須恵器小壺

７
Ｊ 紡錘車 2 //

72 人形 箕輪町箕輪遺跡

つ
０
７
′ 馬形

ク

74 斎 串

75 瓦塔片 5 塩尻市大門 塩尻市立平出博物館

76 緑釉陶器皿 塩尻市吉田川西遺跡 長野県立歴史館

77 墨書土器「西寺」

78 ク 「榛原」 //

79 緑釉陶器碗 松本市下神遺跡

80 墨書土器「草茂」 1

81 ク 「南殿」 1

82 ク 「西戸舎」

83 円面硯

84 馬歯 2 上田市藤之木遺跡 信濃国分寺資料館

85 須恵器不 3

86 須恵器不蓋
つ
０

//

87 土師器甕 3

88 土師器不
０
０

89 瓦塔片 6 上田市岳の鼻遺跡

90 丸瓦 3 上田市高田遺跡

91 平 瓦 3

92 須恵器不・不蓋 4

93 浄瓶片

94 四重弧文軒平瓦 上田市東村遺跡

95 丸瓦・平瓦 19

96 須恵器不 2 上田市駕籠田遺跡 //

97 馬歯 //

98 須恵器壺片 2

99 土師器不
９

″
//

100 須恵器短頸壷

101 刀子

102 瓦塔片 上田市唐臼遺跡 /7

103 軒丸瓦 5 上田市信濃国分寺跡 //
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恥 資 わ「 名 点数 出 土 地 所有者・管理者

104 軒平瓦 3 上田市信濃国分寺跡 信濃国分寺資料館

105 円面硯 ９

″

106 和同開弥

107 緑釉陶器 2

108 青磁碗 1 //

109 文字瓦「伊」 2

110 文字瓦「更」 //

文字瓦「七九六十三」 //

112 墨書土器「講院」

113 刻書須恵器「佐久」 2

114 刻書須恵器「大」 3

115 刻書須恵器「井」 //

l16 鉄釘 2

117 瓦塔片 //

118 十二神将像 信濃国分寺

119 唐三彩陶枕片 佐久市前田遺跡 佐久市教育委員会

120 墨書土器「長倉寺」「長倉」 ９

“

121 緑米由/1ヽ瓶 佐久市聖原遺跡

122 不日同,日功(

123 石製私印「伯万私印」

124 円面硯 //

125 丸輌 。巡方・餃具
つ
Ｊ

//

126 墨書土器「小郡」 //

127 刻書土器「佐」「於寺」 2 ク

128 瓦塔片 2 //

129 墨書土器「倉」 御代田町前田遺跡 浅問縄文ミュージアム

130 円面硯

131 墨書土器「大工」「大田」 2 御代田町野火付遺跡 //

132 墨書土器「八科」
//

133 馬骨
//

134 神功開賞・隆平永賞・饒益神費・高年通費(?) 4 //

135 墨書土器「寺」 2 御代田町川原田遺跡
//

136 火奥斗 1
//
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引用・参考文献

ヽ 編 著 者 文 献 名 発 行 所 発行年

田名網宏 「駅制」『国史大辞典第2巻』 士
口 弘文館 1980

2 木下良編 古代を考える 古代道路 士
口 弘文館 1996

つ
０ 木下良 事典 日本古代の道と駅 士

口 弘文館 2009

4 佐藤信 日本の時代史 4律令国家と天平文化 士
口 弘文館 2002

5 鐘江宏之 全集 日本の歴史第3巻 律令国家と万葉びと 小学館 2008

6 古代交通研究会 日本古代道路事典 八本書店 2004

7 一志茂樹 古代東山道の研究 信毎書籍出版センター 1993

8 黒坂周平 東山道の実証的研究 吉川弘文館 1992

中山晋 「下野国と東山道」『古代文化』49巻 8号 古代学協会 1997

10 長野県教育委員会
中央道埋蔵文化財調査報告書

一阿智村斜坑広場その 1
長野県教育委員会 1972

市村成人 下伊那郡史 第 4巻 下伊那郡史編纂会 1961

12 福島正樹 「2章 信濃国のなりたち」『長野県の歴史』 山川出版社 1997

つ
０ 長野県文化財保護協会 信濃の東山道 長野県文化財保護協会 2005

14 市澤英利 東山道の峠の祭祀 新泉社 2008

小林幹男他 雨境峠一祭祀遺跡と古道一 立科町教育委員会 1995

16 坂詰秀一他
武蔵国分寺跡北西地区の遺跡

推定東山道武蔵路

西国分寺地区
遺跡調査会

1996

17 椙山林継
「入山峠遺跡」
『長野県史考古資料編全 1巻 (2)』

長野県史刊行会 1982

18 寺内隆夫他
上信越自動車道発掘調査報告書 26

屋代遺跡群
長野県埋蔵
文化財センター

1999

19 渋谷恵美子他 恒川遺跡群―遺物編その 1(古代 。中世 ) 飯田市教育委員会 2005

20 柴登巳夫
「大道上遺跡発掘調査 推定東山道の検出
―現地説明会よリー」『信濃考古』No.143

長野県考古学会 1995

21 赤松茂他 大道上遺跡 箕輪町教育委員会 1996

22 原明芳他
中央自動車道埋蔵文化財調査報告書 3

吉田川西遺跡
長野県埋蔵

文化財センター
1989

23 桐原健他
松本市史 第 2巻歴史編 I
原始・古代 。中世

松本市 1996

24 石上周蔵他
中央自動車道埋蔵文化財調査報告書 6
下神遺跡

長野県埋蔵
文化財センター

1990

０
ん 上田市誌編さん委員会 上田市誌 歴史編 (3)東山道と信濃国分寺 上田市誌刊行会 2000

26 倉沢正幸
「小県郡西部の推定東山道沿いの古代寺院
跡、官衛跡の考察」『信濃』59巻 2号

信濃史学会 2007

27 上田市教育委員会 高田 上田市教育委員会 1991

28 尾見智志 「発掘された道路状遺構について」『千曲』130号 東信史学会 2006

29 上田市教育委員会 駕籠田 (築地)遺跡 上田市教育委員会 1999

30 上田市教育委員会 国分遺跡群 上田市教育委員会 2002
０
０ 小林真寿 聖原 (第 1分冊～第 5分冊) 佐久市教育委員会 2002-5
９
″
つ
υ 堤 隆 「野火付遺跡」『信州の大遺跡』 郷土出版社 1994

33 稲岡耕二 「万葉集」『国史大辞典第 13巻』 吉川弘文館 1992

34 佐竹昭広他
「萬葉集一～四巻・索引」
『新日本古典文学大系』

岩波書店 1999-2004
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特別展覧会開催にあたり、下記の方々のご協力、ご指導を賜りました。厚く御ネL申 し上げます。

協力機関 (五十音順)

浅間縄文ミュージアム、阿智村、阿智村教育委員会、飯田市教育委員会、飯田市考古資料館、軽

井沢町歴史民俗資料館、群馬県玉村町教育委員会、埼玉県川越市教育委員会、佐久市教育委員会、

塩尻市立平出博物館、信濃国分寺、東京者『国分寺市教育委員会、栃木県教育委員会、mと ちぎ生

涯学習文化財団埋蔵文化財センター、長野県教育委員会、長野県立歴史館、松本市教育委員会、

松本市立考古博物館、箕輪町教育委員会、箕輪町郷土博物館

協力者 (五十音順、敬称略)

赤松茂、板橋正幸、市洋英利、岡田正彦、尾見智志、川上元、黒岩龍也、小林真寿、小林康男、

坂井勇雄、塩入法道、柴秀毅、澁谷恵美子、下平博行、土屋積、堤隆、鳥羽嘉彦、直井雅尚、中

里信之、中澤裕美、中島直樹、中山晋、林茂伸、原田政信、藤森芳房、水澤教子、三石宗一

表紙写真 左上・阿智村神坂峠祭祀遺跡出土品 (長野県宝・古墳時代・阿智村

所蔵・阿智村写真提供)

右_LO阿智村神坂峠遠望 (阿智村写真提供 )

左下・松本市の保福寺峠万葉歌碑

右下 。信濃国分寺南大門跡出土八葉複弁蓮華文軒丸瓦 (奈良時代後

期 。当館所蔵)

卜 上田市国分遺跡群で発見された奈良 。平安時代の道路状遺構裏表紙カッ

一一新生「上田市」発足3周年記念事業一―
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